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研究成果の概要（和文）：本研究では（1）セルフ・アドボカシー（SA）プログラム実践による自己理解の発達
的変容（2）SA行使時の周囲の受け止めや必要な支援（3）SAスキルの維持と活用の実態とSAの高次化理論仮説に
ついて検討した。発達障害のある8、12、14歳児に対してSAプログラムを実施し、内容分析を行った。また18～
22歳の学生、SAプログラム修了生、教員や保護者への聞き取り調査によりSA活用と支援獲得の状況、意欲の変化
等分析した。結果、肯定的評価を伴う信頼関係のもと、言語理解力の向上や視覚支援を伴う対話の客観化が有効
であった。スタッフ育成についても調査し要点を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study focused on 1) changes of self-understanding through a 
self-advocacy program in developmental stages, 2) how people perceived when children with ASD, LD 
and/or ADHD exercised self-advocacy and acceptance of support smoothly, and 3) maintaining and 
exercising self-advocacy skills. The ages of 8, 12 and 14 children with ASD, LD and/or ADHD 
participated in a self-advocacy program. Their conversations and activities were recorded and 
contents analysis was conducted. In addition, university students, a person who finished 
self-advocacy program, school teachers and parents were interviewed about self-advocacy activities, 
reasonable accommodations, and motivations. Enhanced language comprehension under the rapport was 
proven effective. Also visual dialogues on a board improved objective perspectives. Staff training 
was also researched and roles and common goals were key points.

研究分野：特別支援教育

キーワード： 自己権利擁護　自己理解　提唱力　発達段階　障害理解　教育的プログラム　事例検討

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自己選択・自己決定を伴った社会参画は障害者にとって重要であり、その際に生じる社会的障壁に対して合理的
配慮を求めることは権利の一つである。合理的配慮は当事者の意思の表明に端を発するが、この際、障害特性を
自分で理解した上で支援を求めていく力が重要であり、これはSAと言える。本研究では、外面から特性がわかり
にくい発達障害者に対してSAをどのように培い、また彼らが自己理解においてどのような変容を見せるかを明ら
かにした点が意義深い。期間中に学習指導要領の改訂があり、SA力は今後求められる力として学校教育でも活用
できるものとして期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

研究開始当初の2015年は、前年に批准した国連障害者の権利に関する条約を受け、改正版

や新制定の法律が本格始動していく転換期にあった。たとえば障害を理由とする差別の解消

の推進に関する法律（障害者差別解消法）は、2016年4月に施行され「合理的配慮」について

規定している。本研究では、セルフ・アドボカシー（self-advocacy: SA、自己権利擁護）を

テーマにインクルーシブ社会のなかで、当事者自身が環境を変えていくために支援を訴えて

いく「提唱力」とその内容、すなわち自己の特性を踏まえて何をどうしてほしいのかについ

て自分でわかる「自己理解力」がキーワードとなっている。これらは合理的配慮を求める際

の当事者による「意思の表明」と密接に関わるものでもある。また2016年8月には改正発達障

害者支援法が施行されるが、基本理念には発達障害者の社会参加の機会確保（第2条の2(1)）

や意思決定の配慮（同(3)）等が明記されている。本研究の対象者が発達障害のある人であ

り、SAが自己選択・自己決定を伴う社会参加を目指す際の一手段であることから、この法改

正は大きな意味をもつ。また特別支援教育においても障害者差別解消法施行を受けて、文部

科学省所管事業分野の対応指針（2015年11月）が策定され、学校における合理的配慮が関心

事となっていた。2017年4月には特別支援学校小学部・中学部学習指導要領が公示されるな

ど、教育現場においても転換期を迎えようとしていた。具体的には自立活動の内容に環境調

整や援助要請などが盛り込まれたことが挙げられる。このことは、本研究で行ったSAの教育

方策を学校でも実践していくべき時期が到来したとも言えよう。 

筆者はこれまで青年期における発達障害学生を中心に、障害の自己理解と支援獲得状況、

それらを取り巻く課題について国際的な視点から研究を行ってきた。ここでは、米国

Landmark Collegeの実践例を参考に、従来の心理カウンセリング的なアプローチではなく、

教育的アプローチとしての方法を探求してきた。また障害特性に応じた提唱力を身に着ける

必要性や、障害の自己理解への支援が必要であることを明らかにした。そこで先の研究とな

る「発達段階と障害特性に応じたセルフ・アドボカシー・スキル教育の実証的研究（平成24

～26年度若手研究(B)）」では、「SAプログラム」として一つの方法を示すに至った。さらに、

これまで青年期を中心としていた対象者を、小学生まで拡大し発達段階に応じた教育方法

や、それに対する自己理解の変容や段階について検討を重ねた。並行してイギリス、スロベ

ニア、シンガポール等の海外視察や研究交流の機会を積極的にもつなかで、SAの必要性を共

通認識とすることができた。しかし支援を自ら発信することの難しさ（技術的なことだけで

なく、恥ずかしさなど心情的なことも含む）や、SAが必要であることは認識しつつも教育と

してあまり行われていないこと（特にアジア圏）など共通課題も見えてきた。 

２．研究の目的 

本研究では、上述の背景のもと以下の仮説をたてた。（１）SA スキルは単に練習によって活用

が上達するのではなく、例えば 9歳、14歳、18歳といった発達の転換期（田中, 1987）を考慮

したうえでの自己の内面形成の発達が自己理解を深め、自己の障害による困難さの表明ともい

える支援提唱へつながるのではないか。（２）そもそも SA は状況や相手に応じて柔軟に活用する

必要があり、活用機会の拡大が求められる一方で、必ずしも求めた支援が受け入れられるとは限

らず、これは SA 行使のモチベーションの維持に関わるのではないか。だとすれば、当事者だけ

にスキルを求めるのではなく、周囲の受け止め方や障害理解が重要となるのではないか。（３）

上記 2 点は相関関係にあり、SA スキルの深化が活用場面の拡大にもつながり、求めた支援の受



け入れられ方によって SA スキルの深化も異なるというスパイラルを描くのではないだろうか。

そしてそのスパイラルは一定の場にとどまるのではなく、内面の発達と SA を行使する際のコミ

ュニケーション力や言葉の選択といった技術力の向上により「高次化」され、これを目指した教

育や支援が大切であるといえるのではないか。そこで具体的に以下の 3点を研究目的と定めた。 

① SA スキルの深化について、自己理解と自己形成に着目して発達段階による力量の差や変容

を横断的、縦断的手法から質的に明らかにする。 

② SA スキルの拡大については、SAを行使した者に対する周囲の受け止めとその時の対応が影

響を与えると考える。そこで、そもそも影響を与えているかを明らかにし、そうであるなら

ば SA を行使した際に求める体制について、合理的配慮の視点も交えて明らかにする。 

③ 上記二点を踏まえて、年齢とともに遷り変わる環境のなかで、SA スキルの維持と活用、そ

して継続的に発達させていく高次化を目指す上で求められる教育方法と、周囲の支援の在

り方について教育的観点から明らかにする。 

３．研究の方法 

 本研究では、先行研究で見出した「SAプログラム」を基本とし、下記の方法により進めた。 

目的①に対して、発達段階に着目した SA スキルの変容を探るために年齢の異なる対象児に対

する SA プログラムを実施（A 群）した。そこで全期間を通して 8 歳、12 歳、14 歳（開始当時）

の対象児（新規・継続含む）への検討を行った。これらは発達の節目を意識した選定でもある。

なお先の研究で明らかにした障害特性による違いにも着目するため、対象児の障害種を自閉ス

ペクトラム症（ASD）、軽度の知的障害、学習症、注意欠如多動傾向、それらの重複とした。また

継続的に SA プログラムに参加してきた既習群（B 群）に対しては、個のニーズに応じる発展的

なプログラムとして実践を進めた。 

目的②に対しては、A群、B 群ともにプログラムを通して学校での状況を把握するとともに、

保護者との教育相談や学校の教員との情報交換を利用して聞き取りを行った。また 2020 年度以

降は、18 歳以上の発達障害学生の相談が増加したこともあり、個別の聞き取り調査を実施した

り、学会を利用して他大学や他国の状況把握に努めたりした。とりわけ周囲の受け止めや SA 行

使には文化的差異があるのではないかと推測されることから、国際学会への参加、現地調査にお

いて幅広くデータ収集した。 

目的③に対しては、成人期にある SA プログラム経験者に対して複数回にわたり聞き取り調査

を行った。調査内容は、現況把握、SA スキルの行使状況と支援の獲得状況、自己理解の現状把

握と当事者から見た周囲の受け止めとその後のモチベーションの維持等である。 

SA プログラム実践は、同意を得られたものについてビデオや ICレコーダーによる録画・録音

を行い、文字に起こした。毎回行われるカンファレンスにおいて対象児ごとの課題を整理し、状

態把握を複数のスタッフにより行っている。さらに年に数回は変容を確認し、課題の修正等を行

い実施状況の把握とまとめ、ならびに保護者へのフィードバックを行った。データ分析は対象児

による自己評価シートと文字おこし、聞き取り調査の内容分析を主に行った。さらに、SA プロ

グラムを実践する上で新たな課題として、スタッフの資質や育成の問題が挙がった。そこでこれ

まで関わったスタッフへの聞き取り調査を行い（2021 年）、単純集計による分析を行った。 

４．研究成果 

（１）研究の主な成果・意義と今後の展望 

まず、研究目的と対照させて成果と課題を示した後、総括を行う。 

目的①については、継続的にデータ収集が行え、9 歳と 14 歳頃の発達の節目とその関連につ

いて自己理解の視点から検討できた。また 14歳の力が 18 歳～22 歳頃の質的転換とつながる（田



中, 1987）ことからもキャリア教育や障害の自己認識と関連付けて検討を図った。SA 力におい

ては自己の特性を他者にわかるよう表現できることや、相手が気持ちよく応じてくれるよう依

頼する必要があり、コミュニケーション力が求められる。SA プログラムで重要となるのが「語

り合い」での共感と肯定的評価である。SAプログラムはスタッフとの信頼関係のもと成り立ち、

その安心感が各自の困難さの表明につながる。また ASD 児は概して内面を表す語彙数の少なさ

や、相手の立場を考慮した伝え方の苦手さがあり、プログラム中でもたびたび課題となった。そ

こで言葉の理解や状況に応じた使い方の適切さを高めるため、既知と思われることもあえて確

認し、説明することで徐々に正確な言語理解とコミュニケーション力の向上につながった。また、

先の研究から導入している会話の視覚化（板書や概念図の利用）が有効であることも再確認され

た。一方で、プログラムを円滑に進めるには、スタッフの役割分担や課題・目的の共有が必須と

言え、主担当（CT）の力量や事前事後打ち合わせの重要性、対象児に対しての共通理解が鍵とな

ることが聞き取り調査からも明らかとなった。加えて、SA プログラムの背景にある理論研修や

活動内容の軌道修正、個別対応への相談などスーパーバイザーの存在の重要性も指摘され、今後、

学校での実施を踏まえてスタッフ養成のあり方についてさらなる検討が必要である。 

 目的②については、障害理解の状況や合理的配慮を得る際の手続き、それにかかる心理的な負

荷等も含め、学校や大学において教職員等との対話（相談、協議、インタビュー等含む）のなか

で明らかとなったことが多かった。特にコロナ禍による対面から遠隔授業への切り替えは、当事

者との出会いを広げ、合理的配慮の獲得や障害の自己理解についてインタビューする機会の拡

大につながった。文化的差異とかかわっては、国際学会でのラウンドテーブル開催（IARLD）や、

個別の情報交換（IASSIDD 等）、スロベニアでの現地調査が挙げられる。スロベニアでは、年齢

幅、障害種を広く設定し、学校、施設、専門機関を訪問して支援内容と支援獲得方法、周囲の理

解と教員養成といった視点から教員、心理士、大学教員等への情報収集を行った。しかしながら

コロナ禍により台湾での基調講演が中止となるなど予定通りに行えない面もあった。 

 目的③については、SA プログラム修了者に数回にわたって聞き取り調査を行い、関係者への

取材もしたことで、対象者の SA 行使が合理的配慮や居場所づくり、他学生の支援に生かされて

いることが明らかとなった。しかし個人レベルでは、教員の無理解による不適切な対応や同じよ

うな特性のある学生への依頼の難しさ（グループ発表等）や個人の努力だけで難しい障害理解向

上や、意欲低下等うまくいかなかった際の相談支援体制の必要性が浮き彫りとなった。 

上述のように一定の成果をあげられたものの、2016 年 6月から 2020 年 3月まで産休・育休に

よる研究の中断があった。そのため、SA プログラムの継続を含め研究の規模を縮小せざるを得

ない状況となった。また復帰後はコロナ禍のため、計画通りにプログラムが実施できなかったり、

海外渡航が困難になったりするなど影響を受けた。しかしこれらの状況を好機として、予定より

長く事例研究が行えたり、スタッフ育成という課題に向き合ったり、遠隔による SA プログラム

の可能性を検討したりすることができた。スタッフ育成に関しては、SA プログラムを個別や小

グループで行う場合、対象者の状態（自尊感情、障害の自己認識、知的程度、精神状態など）に

より柔軟に返答し、活動内容を組み合わせて対応することが求められ、それだけに指導者の力量

が試される。これらについてどういう知識や専門性が必要なのかを明らかにすることは継続的

な課題であり本研究で着手することができた。今後、プログラムを普及し、学校でも行うために

も具体的な指針を示すことが必要であると考えている。 

以上を踏まえて全体総括及び本研究の意義について述べる。 

本研究では、SA プログラムを 1 つのモデルとして確立できたことが意義深い。先の研究から

約 11 年かけて改正を重ねつつ、基本となるプログラムの展開、プログラムそのものの目標、実



施上の留意事項などが定まってきた。なお 2021 年度には遠隔版 SA プログラムを実施し、現在も

進化の途上にある。そして本研究期間内には、SA の理論整理と実践提示を含めて書籍という形

で報告できたことも大きな成果と言える。 

冒頭にも述べたように社会的にも、障害者差別解消法の成立や障害者の権利条約に関連した

様々な法制度の改正等、本研究を取り巻く状況に大いに関わる変化があった。特に合理的配慮に

おける「意思の表明」は、年齢が上がるにしたがって重要になっていく事項だと思っている。こ

れを、発達的特徴を踏まえて自己理解と提唱力というキーワードから発達段階を整理し、そこで

留意すべき教育的視点を見いだせたことは意義があるものと考えている。 

本研究独自の視点として、文化的差異を含めた国際的視点からの検討がある。後半は、コロナ

禍の影響もあり対面による直接議論が叶わなかったものの、継続的に国際学会で発表をするこ

とで、海外研究者と積極的に討議し、SA の考え方や動向、実践例についての情報収集を行って

きた。そこでは医療系の研究者からの反応がとてもよかったこと、概して、アジア圏では SA に

ついて重要と考え、今後教育する必要性についても共感し合えたことが挙げられる。これに対し

て北米、豪州などでは、SA はすでに実施済みであるという認識をもつ研究者が多いようであっ

た。しかしそれは法制度についてであり、実際、Landmark College で行っていたような指導が

なされているわけではなかった。同様に、豪州やニュージーランドの障害学生支援においても、

SA の重要性は共通認識であったが、具体的な「教育」が提供されているわけではなかった。と

りわけ興味深い議論となったのが、2017 年の IARLD 学会で行ったラウンドテーブルである。LD

に対して学校での支援は各国一定の成果があがっているものの、移行支援や卒業後の課題とし

て SA を含む自己選択・自己決定の力量形成が求められることで一致した。これらの経験からも

今後さらに実践的な内容を含めて、国際的な視点から研究するとともに、国際共同研究も視野に

入れて教育モデルの形成を試みたい。 

（２）国内外における位置付けとインパクト 

書籍化を構想していたころは、まだ「セルフ・アドボカシー」ということばが特別支援教育領

域では知られておらず、それを教育的に身に着けさせるということは真新しかった。しかしその

考え方や方向性は、例えば特別支援学校学習指導要領の自立活動の内容にも共通する点があり、

実際現場の教員とも必要性について共感し合えることが多かった。研究の最終年度には、機関紙

『LD, ADHD & ASD』や『みんなの特別支援教育』（令和 4年度刊行）でも特集が組まれ、確実に

SA への関心の広がりを感じている。また、自立活動の実践例も SA という言葉が直接的に使われ

ていなくとも、関連事項（支援要請や自己理解）が扱われるようになっており、学会での反響も

大きい。関連して、発達障害に関わらず、また「セルフ」に限定しない形での「子どもアドボカ

シー」ということばが福祉領域を中心に広がってきている。筆者は常々、SA がすべての子ども

に必要であると考えてきたことからも、子どもアドボカシーの動向やその教育にも今後注目す

るとともに、本研究と連携した展開が期待できよう。とりわけ外見から困難さがわかりにくい発

達障害に対して、自己の障害特性や支援の必要性を「表明」することは必要であると思う反面、

自分でもよくわからない自分のことや、受け入れてもらえるか不安を抱えながら支援内容を伝

えていかないといけない現状に、心理的難しさも感じる。本研究のテーマである SA の高次化仮

説や周囲の理解向上については、今後も継続して研究を重ねていきたいと考える。 
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